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第４期四谷地区協議会会議録 

分科会名 第３分科会 開催回 第６回 

開催日 平成 2４年３月９日（金）１４：３０～１６：００ 

出席者 区民 ５名  職 員 出張所職員２名 

主な協議の

テーマ 

１ 来年度（平成２４年度）の活動計画について 

２ 活動予算案について 

 

会議内容 

主な意見 

 

１ 来年度の活動継続計画について（別紙計画案確認） 

① 花いっぱい運動について 

参加者負担金：年間 1000円  

例年通り四谷小学校、四谷第６小学校区域で活動。 

花苗について→昨年度のカリブラコアは育て方が難しかった。 

ペチュニア、インパチェンス、日日草で検討（後日、日日草に決定） 

パンジー・・・日当たり良い所はいいが、日陰は花付が悪い 

しかし、冬の街路では比較的育てやすい。  

※各町会で世話をしていただける人がいないと継続がむずかしい。 

今、参加してくださる方を中心に来年度も継続していく。 

 

② 「内藤とうがらし」を地域で育てる活動について 

○四谷二丁目発展会の活動 

・四谷三丁目商店街、舟町商店街で育成する苗は、プランター（有償）を準備し配

布することとした。 

・荒舟（荒木町・舟町）応援隊という団体も地域で育てることを応援協力してくだ

さることとなった。 

 

○協議会の活動 

・1000株作成を依頼 

・平成２４年度、新規に「ＪＲエコステーション」が参加を希望。 

・苗配布は昨年度の要領で推進する。 

・初年度は広く周知するために無償で配布したが、平成２３年度・平成２４年度は

実費（１苗１００円）で販売する。 

・種の配布も本年に引き続き、社会福祉協議会の東日本大震災義援金に募金協力し

てくださった方に御礼としてお渡しする。（配布 5月中旬以降を予定） 

 

・とうがらしに関する第 3分科会の予算は、今年度と同額で請求することとする。 

・「内藤とうがらし」についてメディア報道でよく話題になるが、取材する方の都合

で取り上げられている実態がある。 
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新年号の新宿区広報の取材にしても、取材内容が（協議会活動として）妥当である

のか慎重に吟味していきたい。次年度は、取り上げていただけるからと無理な取材

を受けない方針で活動を推進したい。 

 

③  まち美化活動・・・四谷大通り一斉清掃について（春・秋） 

・毎年 300 名近くが参加しているデモンストレーション活動であり継、続事業とし

て活動する。 

・春の５３０デーは四谷中学と四谷小学校と協力して開催する。 

・平成２４年度も 5月 30日（水）を仮決定として学校と確認する。 

 ※後日５月３１日（木）に決定された。 

 ・秋の清掃活動も１１月に開催を予定する。 

 

④  その他  

○新宿区路上喫煙対策協力員の活動について（協議会推薦について） 

  （主な意見） 

・対策員としての活動は個人的な活動ではない。団体として活動するものである。 

  ・現状では、まち美化活動の一環として、四谷２丁目青年会の清掃活動に乗じた形

で行っている。定期的な活動を推進することが、協力員に求められる。 

  ・来年度、協議会推薦を希望するならば、新たな活動を具体的に提案していただく

ことで検討したい。組織として活動できる計画を考えていただきたい。（個人的

な活動では団体推薦は不可である。） 

  ※推薦を希望する委員は期日までに申し出ていただき、要件を満たしていれば役員

会・総会を通して決定する。 

  （関連意見） 

  ・清掃していて感じるが、路上の吸い殻捨ては減っていないように思う。 

  ・路地裏対策を考える主体を、町会、商店街ではなく役所にしていただきたいが 

   →委員意見 新宿区中の路地裏を区役所職員が回るわけにはいかない。町会等で

呼びかけていただきながら是正していくことが必要。 

→区の職員に路上喫煙を見張らせることで、税金を余計使ってどうするのか。 

    見張らせれば済む話ではない。 

 

  ・町会、高齢者クラブでも清掃しているが、なかなか変わらない・・・  

・一定の規模の公園での喫煙はしかたないと考える。喫煙者の権利もある。 

・喫煙者を追い込むだけではなく、分煙を成立させることが必要。 

・会社で喫煙できない人が、ビル裏等で喫煙して火災なども心配。 

 →追い詰めるだけでは危険。吸い殻スタンドを置くなど対応すべき。 

・ポケット灰皿は歩きたばこを誘発するので配布するべきではないと思う。 

  

・対処療法だけでは無理。根本的な分煙をはっきりさせることが大切であると 

 考える。 
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  ・追い詰めることで「じゃどこで吸えばいいのか・・」とストレスになる。 

そうして悪い結果につながる。 

  ・提言だけでは成果は出ない。警備員を雇ってもイタチごっこに思える。 

  ・分煙に踏み込む切り口をさぐり、分煙マナー啓発をすれば路上喫煙が減ると思う。 

  ・ビルの一角で集中して喫煙すると煙でもうもうとしている環境もある。 

  ・街角にもアクリル板でしきり、喫煙コーナーを設けているところもある。 

 

○その他の来年度の活動案について 

①放置自転車、駐輪場調査について  

昨年度のパブリックコメントにより、駐輪の幅を広げていただいたが、その後の利

用がどのようになっているか実施調査が必要と思う。 

（意見） 

・どのような視点で考えるか、そこに課題があるのか意識を持てるなら（調査の） 

 継続も可能だと思う。 

  

 ②その他の意見交換 

○受動喫煙問題で吸うのをやめていただきたい 

→その意見は公平性に欠けている。 

地区協議会が推進、提言するべき内容ではない。 

→ゴミ問題と一緒で、ゴミは無くせないがマナーを守っていただくことが必要。 

  

  ○まち美化活動から推進してきた課題は徐々に改善されてきた。今後は新たに課題

と考えることに取り組むべきではないか。 

   ・自転車、喫煙等の同じ内容の活動に取り組んでも進歩がない。考え方を転換し

ていかないと、活動が煮詰まる。 

   ・例えば、第 3 分科会として四谷小学校 「みどりの活動」（学校緑化）につい

て紹介したい。保護者、地域の方へお知らせしていくことはどうか。 

・緑のカーテンとして職員室壁面やベランダにアイビーを這わす構想がある。 

次回の会議で新たな活動をぜひ提案いただきたい。   

 

２ 活動予算案について（別紙参照） 

   ・概ね了承 

   ・印刷成果物はどの会でも多額にかかるが、有効利用いただきたい。 

・全体会を年に 2回くらい開催して事業発表会を行ってはいかがか。  

・協議会の課題をもう一度整理すべきではないかと思う。 

・新しい方に協議会へ参加していただくためにも２時間ぐらいの協議会の活動な

発表会を開き周知してはいかがか。人材が枯渇してきたと感じる。 

 

・例えば四谷ひろば多世代交流サロンの場で気軽に参加できるような明確なアプ

ローチを考えてはいかがか。 
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・若い人を引き込むなら具体的なアクションが必要。 

 

・地区協議会の活動を外に見せる提案を役員会でも出したい 

 

３ その他 

・川口市との交流について （報告） 

協議会活動の説明がほとんどになり、質問は少なかった。 

川口市の団体は今後の方向性を検討していくようである。 

  

「四谷地区協議会を人に説明する。」点では非常に良かった。 

→発表内容のスライドを全体会で紹介してはいかがか。 

※抜粋版を活動報告で利用することとした。 

・タブロイド判広報誌について 

 確認 

・協議会広報誌「声」掲載内容について 

 確認 

・みなみもと町公園ビオトープの地域愛称募集について（第 2分科会活動） 

 別紙参照 確認 

・環境白書の件 

 掲載確認 

次回日程 

開催日 ４月４日（水） １４：３０ ～ 

会 場 四谷特別出張所 会議室 

次回の主なテーマ 「とうがらしの配布と花いっぱい運動」について 


